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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 
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２０２４年７月２６日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ東海ユニオン「第３３回定期大会」 

 

 
ＪＲ東海ユニオンは７月４日、静岡市内において第 33回

定期大会を開催し、７年目となる中期目標『ＵＮＩＯＮ Ｆ

ＵＴＵＲＥ ⇒２０２７』に基づく 2024 年度の運動方針を

確立した。 

冒頭、主催者挨拶に立った尾内裕昭中央執行委員長（ＪＲ

連合副会長）は、コロナ禍の収束に伴う移動需要の回復に

応え、ＪＲ東海が 2024年３月期決算を上方修正するに至っ

たのは、ひとえにＪＲ東海ユニオン組合員の日々の精励に

よるものだとの謝意を示した。その上で、変化が大きい時

代ではあるものの、強固な労使関係のもと、安全の追求や

組織活動の活性化、労働条件の向上に取り組んでいくこと

は不変であり、「７年目となる中期目標『ＵＮＩＯＮ ＦＵ

ＴＵＲＥ ⇒２０２７』に基づく全員参画の運動を『ＯＮＥ 

ＴＥＡＭ』で前進させよう！」と力強く訴えた。 

ＪＲ連合からは荻山市朗会長と政所大祐事務局長、相良夏樹組織局長が参画。代表して挨拶に

立った荻山会長は、労働力不足の問題に触れつつ、ＪＲ産業が労使ともに一体となれていない課

題に言及し、その総結集を図っていくためにも、ＪＲ東日本の社友会に関連する労働基準関係法

制の見直し、ＪＲ北海道やＪＲ貨物の経営自立など政策分野での課題解決に邁進していくこと

への理解・協力を求めた。ＪＲ東海からは武田健太郎副社長と小峰宏夫人事部勤労課長が出席

し、代表して武田副社長は、６月に労使で妥結した人事・賃金制度の改訂について、労使で真摯

な議論を積み重ねてきたからこそできたものであると謝意を示し、「労働力不足や自然災害の頻

発など変化が大きい中でも労使でしっかりと協力して乗り越えていきたい」と挨拶した。 

議事では、「安全の確立」「組織の活性化」「ハートフルカ

ンパニーの実現」を柱とする運動方針が提起され、武田副

社長が言及した人事・賃金制度の見直し経過についても報

告された。質疑では 22名の代議員等から、人事・賃金制度

の見直しに対する意見をはじめとした交渉課題、中央新幹

線計画等の経営課題、世間でＤＸ等が進む中での組合活動

のあり方をはじめとした組織活動に関する課題など広範に

意見が出された。また、2025 年春に実施予定の静岡市議会議員選挙への立候補を決断した牧野

祥有代議員（写真左）からは必勝に向けた決意表明があり、満場の拍手でこれが支持された。 

執行部答弁後、総括答弁に立った今井孝治書記長は、人事・賃金制度の見直しに触れ、労働組

合の必要性について改めて言及し、「我々は責任組合として日々の地道な取り組みをしっかり進

めていこう」と呼び掛けた。答弁も含めた各議案は満場一致の承認を受け、最後は尾内中央執行

委員長が団結がんばろうで大会を締め括った。 

力強く決意表明した牧野祥有（まきのよしなお）代議員 


